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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号を画像として表示する液晶パネルと、表示画面の部分領域ごとに光量を可変可
能な光量制御部とを備えた表示部と、
　前記表示画面上に載置された物体の位置を、前記物体の接触位置に基づいて検出する位
置検出部と、
　を備えた表示装置であって、
　前記光量制御部は、
　前記位置検出部の検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する領域の光
量を低下させ、
　前記光量を低下させるときに、併せて、前記物体が載置された位置の周辺領域の光量を
調整することによりコントラストを低下させないように制御することを特徴とする表示装
置。
【請求項２】
　前記光量制御部は、前記物体が載置されている位置に対応する領域の光量を低下させる
ことで、光量を無くすことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記光量制御部は、
　前記物体が載置されている位置が、前記表示画面に表示されている背景部分に収まる場
合には、前記表示部に表示されている画像の表示状態はそのままで物体が載置されている
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位置に対応する領域の光量を低下させ、前記物体が載置された位置の周辺領域の光量を調
整することによりコントラストを低下させないように制御することを特徴とする請求項１
又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記光量制御部は、
　前記物体が載置された領域の大きさが所定の閾値を超えた場合に、物体が載置されてい
る位置に対応する領域の光量を低下させ、前記物体が載置された領域の大きさが所定の閾
値以下である場合に、物体が載置されている位置に対応する領域の光量を低下させないこ
とを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記光量制御部は、複数の分割領域に分けられており、対応する分割領域ごとに向けて
光を出射する複数の光源に対して、物体が載置された領域に含まれる分割領域の光源の出
射量を低減させるように制御することを特徴とする請求項１から４の何れか一項に記載の
表示装置。
【請求項６】
　前記光量制御部は、前記位置検出部が、前記表示画面に載置されている物体の位置を検
出しなくなると、物体が載置されていた位置に対応する分割領域に向けて光源から出射さ
れる光の光量が、他の分割領域に向けて光源から出射される光の光量と同じになるように
制御することを特徴とする請求項１から５の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示画面に画像が表示された状態で前記位置検出部によって物体の位置が検出され
ると、前記位置検出部の検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する分割
領域に表示されている部分の画像を、縮小又は移動させて、物体が載置されている位置に
対応する分割領域に画像を表示させないように表示部を制御する表示制御部をさらに含む
ことを特徴とする請求項１から６の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　画像信号を画像として表示する液晶パネルを備えた表示装置の表示方法であって、
　表示画面の部分領域ごとに光量を変化させる光量制御ステップと、
　前記表示画面上に載置された物体の位置を、前記物体の接触位置に基づいて検出する位
置検出ステップと、
　を含む表示方法であって、
　前記光量制御ステップは、
　前記位置検出ステップの検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する領
域の光量を低下させ、
　前記光量を低下させるときに、併せて、物体が載置された位置の周辺領域の光量を調整
することによりコントラストを低下させないように制御することを特徴とする表示方法。
【請求項９】
　画像信号を画像として表示する液晶パネルを備えた表示装置のコンピュータに、
　表示画面の部分領域ごとに光量を変化させる光量制御機能と、
　前記表示画面上に載置された物体の位置を、前記物体の接触位置に基づいて検出する位
置検出機能と、
　を実現させるプログラムであって、
　前記光量制御機能は、
　前記位置検出機能の検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する領域の
光量を低下させ、
　前記光量を低下させるときに、併せて、物体が載置された位置の周辺領域の光量を調整
することによりコントラストを低下させないように制御することを特徴とするプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、表示装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　天板部が表示装置から構成され、さらにタッチパネルを備えるような机型の表示装置が
実用化され始めている。
【０００３】
　天板部の表示装置としては、たとえば液晶パネルが採用される。液晶パネルは、バック
ライトを点灯させることで画像を表示するが、本来の表示装置の設置状態、すなわち表示
面が鉛直方向に略平行となるような設置状態では、表示される画像の品質を向上させるに
は、表示画面全体の輝度を均一化することが必要である。
【０００４】
　また、さらなる画像の品質向上のために、バックライトを構成する複数の光源を個別に
制御して、表示させる画像の暗い部分はより暗く、明るい部分はより明るくするローカル
ディミング機能が実用される。
【０００５】
　特許文献１記載の携帯端末装置は、距離センサの検出結果が所定値よりも小さければ、
使用者が表示部を見ることができない状態であると判断し、表示部のバックライトを消灯
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－３１４６６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　机型表示装置の場合、画像を表示する機能とタッチパネルを用いた入力操作による各種
作業を実行する機能以外に、机としての本来の機能も発揮されることが望ましい。机本来
の機能とは、天板上に物を載置することである。載置する物にもよるが、天板上に物を載
置すると、その部分に表示されている画像は、物に隠れて見ることができなくってしまう
。見えない部分に画像を表示させるのは、表示装置として不要な電力消費を生じさせるこ
とになる。
【０００８】
　また、ローカルディミング機能によれば、表示画面の一部の領域を明るく、または表示
画面の一部の領域を暗くすることができるが、表示画面に表示させようとする画像に基づ
いて明るくすべき領域と暗くすべき領域とを決定するものであり、天板上に載置された物
の位置に基づいてバックライトを制御することは想定されていない。
【０００９】
　本発明の目的は、バックライトの消費電力を低減することが可能な表示装置等を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題に鑑み、本発明の表示装置は、
　画像信号を画像として表示する液晶パネルと、表示画面の部分領域ごとに光量を可変可
能な光量制御部とを備えた表示部と、
　前記表示画面上に載置された物体の位置を前記物体の接触位置に基づいて検出する位置
検出部と、
　を備えた表示装置であって、
　前記光量制御部は、
　前記位置検出部の検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する領域の光
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量を低下させ、
　前記光量を低下させるときに、併せて、前記物体が載置された位置の周辺領域の光量を
調整することによりコントラストを低下させないように制御することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の表示方法は、
　画像信号を画像として表示する液晶パネルを備えた表示装置の表示方法であって、
　表示画面の部分領域ごとに光量を変化させる表示ステップと、
　前記表示画面上に載置された物体の位置を前記物体の接触位置に基づいて検出する位置
検出ステップと、
　を含む表示方法であって、
　前記光量制御ステップは、
　前記位置検出ステップの検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する領
域の光量を低下させ、
　前記光量を低下させるときに、併せて、物体が載置された位置の周辺領域の光量を調整
することによりコントラストを低下させないように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、表示画面の部分領域ごとに画像の明るさに対応する光量を可変可能な
光量制御部を備えた表示部と、前記表示画面上に載置された物体の位置を検出する位置検
出部と、を備え、前記光量制御部は、前記位置検出部の検出結果に基づいて、物体が載置
された領域と物体が載置された位置の周辺領域に対応する領域の光量とを変化させること
ができる。
【００１３】
　これにより、バックライトの消費電力を低減することが可能な表示装置等を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態である机型表示装置１の外観図である。
【図２】机型表示装置１の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】机型表示装置１のバックライト制御処理を説明するための模式図である。
【図４】机型表示装置１のバックライト制御処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態である机型表示装置１の外観図である。図２は、机型表示装
置１の電気的構成を示すブロック図である。机型表示装置１は、天板部２と、天板部２を
支持する脚部３とを有する。天板部２は、平板状の筐体内部に、上方に望む側の面が表示
面となる液晶パネルと、液晶パネルに背面から光を照射する面発光型のバックライトとを
収納し、液晶パネルの表示面に積層されるタッチパネルをさらに備えており、ユーザがタ
ッチパネルに接触することで、液晶パネルに画像を表示させたり、ソフトウェアを動作さ
せることができる。
【００１６】
　机型表示装置１は、タッチパネル付き表示装置としての機能と机としての機能を併せ持
つので、天板２上には、たとえば電話機４、書類の束５、その他種々の物体を載置するこ
とができる。
【００１７】
　机型表示装置１は、制御用マイクロコンピュータ（以下「制御マイコン」という）１０
、リードオンリーメモリ（Read Only Memory：以下「ＲＯＭ」という）１１、ランダムア
クセスメモリ（Random Access Memory：以下「ＲＡＭ」という）１２、液晶パネル１３、
表示ドライバ１４、ビデオランダムアクセスメモリ（Video Random Access Memory：以下
「ＶＲＡＭ」という）１５、タッチパネル１６、タッチパネル制御回路１７、バックライ
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ト制御回路１８およびバックライト１９を含んで構成される。
【００１８】
　制御マイコン１０は、たとえば中央処理装置（Central Processing Unit：以下「ＣＰ
Ｕ」という）によって構成される。制御マイコン１０は、ＲＯＭ１１に記憶される各種の
制御プログラムを読出して実行することによって、表示ドライバ１４、ＶＲＡＭ１５、タ
ッチパネル制御回路１７およびバックライト制御回路１８の動作を制御する。
【００１９】
　ＲＯＭ１１は、たとえば不揮発性の半導体メモリによって構成され、制御マイコン１０
で実行される各種の制御プログラムを記憶する。ＲＡＭ１２は、たとえば揮発性の半導体
メモリによって構成され、制御マイコン１０がＲＯＭ１１に記憶されるプログラムを実行
するために必要な情報を一時的に記憶する。ＲＡＭ１２に記憶される情報は、制御マイコ
ン１０によって書込みおよび読出しが行われる。
【００２０】
　表示部である液晶パネル１３は、天板部２に設けられ、机型表示装置１を床上などに設
置した状態で、上方に臨んで配置される表示画面を備える。液晶パネル１３は、表示ドラ
イバ１４から受取る映像信号を画像として表示画面に表示する。表示ドライバ１４は、制
御マイコン１０から受取る映像信号データを映像信号に変換して液晶パネル１３に送る。
ＶＲＡＭ１５は、たとえば揮発性の半導体メモリによって構成され、映像信号データを記
憶するデータバッファである。ＶＲＡＭ１５に記憶される映像信号データは、制御マイコ
ン１０によって書込みおよび読出しが行われる。
【００２１】
　検出部を兼ねるタッチパネル１６は、液晶パネル１３の表示画面に積層されて設けられ
る。タッチパネル１６は、１または複数の接触位置を検出し、検出した位置を表す信号を
タッチパネル制御回路１７に送る。検出方式は、マトリクススイッチ方式、抵抗膜方式、
静電容量方式、電磁誘導方式および赤外線遮断方式など各種の方式を用いることができ、
これらの方式を複数組み合わせてもよい。たとえば、キーボードやマウスの代わりの入力
装置としては、静電誘導方式を用い、天板部２の上面に載置された物体の位置を検出する
検出部としては、赤外線遮断方式を用いる。
【００２２】
　タッチパネル制御回路１７は、タッチパネル１６から受取る信号を検出座標データに変
換して制御マイコン１０に送る。制御マイコン１０は、タッチパネル制御回路１７から受
取る検出座標データによって、接触位置を認識することができる。タッチパネル１６の接
触検出面と液晶パネル１３の表示画面とは、ほぼ同じ大きさに設けられており、タッチパ
ネル１６の接触位置と、表示画面の表示位置とが対応付けられる。たとえば、タッチパネ
ル１６の接触位置は、ＸＹ座標で表わされ、表示画面のＸＹ座標と１対１で対応付けられ
る。
【００２３】
　バックライト制御回路１８は、いわゆるローカルディミング機能を実現するために、バ
ックライト１９に備えられる各ＬＥＤ（Light Emitting Diode）光源の輝度をＬＥＤ光源
ごとに制御する。
【００２４】
　ローカルディミング機能では、液晶パネル１３の表示画面を複数の領域に分割し、この
分割された分割領域ごとに割り当てられたＬＥＤ光源の輝度を、分割領域ごとに制御する
ことで、高いコントラスト比を実現するものである。
【００２５】
　バックライト１９に備えられる各ＬＥＤ光源の配置位置は予め決まっており、表示画面
の各分割領域の配置も、バックライト１９の各ＬＥＤ光源に応じて予め決まっている。し
たがって、バックライト１９の輝度制御は、予め決められた分割領域ごとに、表示しよう
とする画像データに基づいてＬＥＤ光源の輝度を制御する。
【００２６】
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　本発明は、タッチパネル１６によって天板部２の上面に載置された電話機４などの物体
の位置を検出し、ローカルディミング機能を利用して、物体が載置されている位置に対応
する表示画面の分割領域のＬＥＤ光源の輝度を、他の分割領域のＬＥＤ光源の輝度よりも
小さくする。
【００２７】
　本発明の机型表示装置１の場合、天板部２上面のほぼ全面が表示画面によって占められ
ている。電話機４や書類の束５などの物体を天板部２に載置すると、載置された物体が障
害物となって、表示された画像の一部が見えなくなる。障害物によって画像が遮られて見
えないのであれば、その部分に対応する分割領域のＬＥＤ光源の輝度を小さくしたとして
も、障害物が載置されていないその他の分割領域のＬＥＤ光源の輝度を十分に保持してい
れば、障害物が載置されていない表示画面の部分に表示されている画像の品質はほとんど
劣化することがなく、ＬＥＤ光源の輝度を小さくすることで、バックライト１９の消費電
力を低く抑えることができる。
【００２８】
　このように、画質の劣化はほとんど生じないものの、電話機４や書類の束５などの障害
物が載置された位置に対応する表示画面に表示される画像は、障害物が載置されている限
りは見えなくなってしまうので、表示画像に欠陥があるとも言える。そこで、障害物が載
置されている位置に対応する表示画面のエリアには、画像が表示されないようにし、障害
物が載置されていない位置に対応する表示画面のエリアに画像が表示されるようにするこ
とが好ましい。障害物が載置されていないエリアに、表示画像全体が表示されるように、
障害物が載置されているエリアに本来表示される画像または、表示画面全体に表示される
画像を縮小して表示する。
【００２９】
　または、表示画像に背景部分が存在するような場合には、障害物が載置されているエリ
アに本来表示される画像の表示箇所を、障害物が載置されていないエリアの背景部分に移
動させたり、十分な背景部分が無い場合には、障害物が載置されているエリアに本来表示
される画像以外の画像の表示箇所も移動させて背景部分を確保し、改めて確保した背景部
分に、障害物が載置されているエリアに本来表示される画像を移動させてもよい。
【００３０】
　図３は、机型表示装置１のバックライト制御処理を説明するための模式図である。図３
は、机型表示装置１を上方から見た平面図で表す。
【００３１】
　図３（ａ）は、液晶パネル１３に画像が表示されているが、天板部２の上面には障害物
が載置されていない状態を示しており、このような状態では、バックライト１９は、表示
画面全体の光量が均一となるようにＬＥＤ光源から出射される光量が制御される。このよ
うな状態から、図３（ｂ）に示すように、電話機４や書類の束５などの障害物が天板部２
の上面に載置されると、障害物が載置されている位置に対応する表示画面の分割領域のＬ
ＥＤ光源の輝度を、障害物が載置されていない他の分割領域のＬＥＤ光源の輝度よりも小
さく、好ましくはＬＥＤ光源を消灯するように、制御マイコン１０がバックライト制御回
路１８を介してバックライト１９を制御する。
【００３２】
　図３（ｃ）は、バックライト１９の制御結果を示す図である。理解を容易にするために
、図３（ｃ）では、天板部２の上面に載置されている障害物を図示していない。障害物で
ある電話機４が載置されている領域４ａに対応するＬＥＤ光源が消灯されており、障害物
が載置されていない他の領域よりも光量が減少している。同様に、障害物である書類の束
５が載置されている領域５ａに対応するＬＥＤ光源も消灯されており、障害物が載置され
ていない他の領域よりも光量が減少している。
【００３３】
　図３（ｂ）に示す例では、電話機４は、いわゆる背景部分に相当する位置に載置されて
おり、表示されている画像を妨げることはないが、書類の束５は、１つのウィンドウ画像
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ｇが表示されている領域に重ねて載置されており、ウィンドウ画像ｇの一部が隠れて見え
なくなっている。そこで、表示されているウィンドウ画像ｇの４つの頂点のうち、書類の
束５が載置されている領域５ａから離れた頂点の１つを基準点とし、基準点を固定したま
まウィンドウ画像ｇを縮小して縮小ウィンドウ画像ｇｓを表示する。このときの縮小率は
、縮小前にウィンドウ画像ｇが表示されていた領域のうち、障害物の書類の束５が載置さ
れている領域５ａとの重複部分を除いた残余の領域に、縮小ウィンドウ画像ｇｓ全体が表
示できるように決定される。
【００３４】
　このような画像の縮小処理により、障害物が載置されている領域には、画像が表示され
ず、障害物が載置されていない他の領域に画像を表示することができる。
【００３５】
　図４は、机型表示装置１のバックライト制御処理を示すフローチャートである。
　ステップｓ１では、アプリケーションやＯＳなどの仕様により、表示すべき画像が液晶
パネル１３の表示画面に表示される。ステップｓ２で、タッチパネル１６によって障害物
が検出されると、ステップｓ３では、検出された障害物の数が１つであるかどうかを判断
する。
【００３６】
　本来タッチパネル１６は、入力装置として備えられるものであり、操作のために手指や
タッチペンなどが接触することが前提となっている。ステップｓ２における障害物の検出
では、障害物がタッチパネル１６上に載置されたのか、操作しようとしてタッチパネル１
６にタッチペンなどが接触したのかを判別する必要がある。
【００３７】
　本実施形態では、障害物がタッチパネル１６に接触する領域が、操作するときに接触す
る手指やタッチペンの接触領域よりも広いことを利用して、タッチパネル１６によって検
出された物体の接触位置から算出される接触領域と、予め定める閾値とを比較し、閾値よ
りも接触領域が広ければ障害物が載置されたと認識する。
【００３８】
　接触領域の広さ以外に、障害物がタッチパネル１６に連続して接触する接触時間は、操
作のための接触時間よりも長いことを利用して、タッチパネル１６によって物体の接触が
検出されてからの経過時間と、予め定める閾値とを比較し、閾値よりも接触時間が長けれ
ば障害物が載置されたと認識することも可能である。
【００３９】
　このようにして単なる操作のための接触ではなく、障害物が載置されたことが検出され
ると、障害物の数を認識する。たとえば、接触領域の広さによって障害物を検出する場合
は、障害物であると検出した接触領域が、タッチパネル１６前面において、何箇所検出さ
れたかによって障害物の数を認識する。障害物の数が１つであればステップｓ４に進み、
障害物の数が２つ以上であればステップｓ１０に進む。
【００４０】
　ステップｓ４では、検出された障害物の接触領域と、現在表示画面に表示されている画
像とを比較し、ステップｓ５で背景部分以外の何らかの画像が表示されている表示領域と
接触領域とが重なるかどうかを判断する。重なる場合はステップｓ６に進み、重ならない
場合、すなわち接触領域全体が背景部分内に収まる場合は、ステップｓ１２に進む。
【００４１】
　ステップｓ６では、表示制御およびバックライト制御の両制御を行う。表示制御は、前
述のように、障害物によって表示が遮られる接触領域に画像を表示しないように、縮小処
理または画像の表示箇所の移動を行う。バックライト制御は、障害物が載置された領域に
照射される光の光量を、障害物が載置されていない他の領域に照射される光の光量よりも
減少させる。ローカルディミングのために設定された分割領域と、障害物が載置された接
触領域とを比較し、分割領域の全体が接触領域に含まれるような分割領域を全て抽出し、
抽出した分割領域に割り当てられたＬＥＤ光源の出射光量を減少させて輝度を低下させる
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。少なくとも接触領域に照射するＬＥＤ光源の光量を減らせば、バックライト１９の消費
電力を低減することができ、さらに、接触領域に照射するＬＥＤ光源を消灯すれば、バッ
クライト１９の消費電力を最大限にまで低減することができる。
【００４２】
　ステップｓ７では、ステップｓ６で実行された制御状態を維持して画像表示を行う。ス
テップｓ８では、障害物に変化が生じていないか、障害物の状態を確認する。ステップｓ
９では、障害物の状態が変化していればステップｓ２に戻り、変化していなければステッ
プｓ７に戻る。
【００４３】
　障害物の状態の変化は、たとえば、障害物の接触領域以外の領域が非接触を維持した状
態で、接触領域が非接触に変化した場合、障害物がユーザによって取り除かれたものと判
断することができる。また、接触領域が非接触に変化するとともに、非接触に変化する前
の接触領域に連なる領域が新たに接触領域に変化した場合、障害物がユーザによって引っ
張られたり押されたりして、天板部２の上面を移動したものと判断することができる。
【００４４】
　接触領域が非接触の状態に変化したときは、少なくとも接触領域であった領域には障害
物は載置されていないので、消灯または光量が減少していたＬＥＤ光源を、点灯または他
の分割領域に割り当てられたＬＥＤ光源の光量と同じ光量に変化させる。
【００４５】
　障害物の数が２つ以上であった場合、ステップｓ１０でステップｓ４と同様に検出され
た全ての障害物の接触領域と、現在表示画面に表示されている画像とを比較し、ステップ
ｓ１１で全ての接触領域のうち表示領域と重なるものがあるかどうかを判断する。重なる
ものがあればステップｓ６に進み、重なるものが無ければステップｓ１２に進む。
【００４６】
　なお、分割領域の設定や使用するＬＥＤ光源の指向性、リフレクタの特性などにより、
障害物が載置された接触領域に対応するＬＥＤ光源の光量を低下させると、接触領域の周
辺領域において、光量が不足する場合がある。このような場合、その周辺領域ではコント
ラストの低下などの画質劣化が生じてしまうおそれがあるので、バックライト１９の動作
制御によって、周辺領域に対応する分割領域のＬＥＤ光源の光量を変化させたり、液晶パ
ネル１３の動作制御によって、液晶の開口率、透過率などを変化させることで、コントラ
ストの調整を行い、画質劣化を抑えることが好ましい。
【００４７】
　上記の実施形態では、タッチパネル１６が、障害物の検出部も兼ねる構成であったが、
これに限らず、タッチパネル１６は別に障害物の検出を行う検出部を備えるような構成で
あってもよい。たとえば、天板部２の上面を撮像可能な撮像装置を設け、撮像画像に対し
て画像認識処理を施して、障害物を検出する。
【００４８】
　また本実施形態の記載によれば、以下のような効果を奏する。例えば、天板部と、天板
部を支持する脚部とを備え、天板部は、平板状に形成され、厚み方向一方に開口する筐体
と、画像を表示する表示画面を有し、該表示画面が前記開口から露出するように前記筐体
に収容される表示部と、前記表示画面に重ねて設けられるタッチパネルと、前記表示画面
を分割した分割領域ごとに設けられ、対応する分割領域に向けて光を出射する複数の光源
からなり、前記筐体内に収容されるバックライトとを備えた机型表示装置を提供すること
もできる。
【００４９】
　机型表示装置は、前記天板部に物体が載置されているときに、載置されている物体の位
置を検出する検出部を備え、発光制御部が、前記検出部によって物体の位置が検出される
と、前記検出部の検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する分割領域に
向けて光源から出射される光の光量が、他の分割領域に向けて光源から出射される光の光
量よりも減少するように前記バックライトを制御する。
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【００５０】
　これにより、障害物となる物体が載置されている箇所では、光源から出射される光量が
減少するので、バックライトの消費電力を低減することができる。
【００５１】
　また本実施形態によれば、前記発光制御部は、前記検出部によって物体の位置が検出さ
れると、前記検出部の検出結果に基づいて、物体が載置されている位置に対応する分割領
域に向けて光を出射する光源を消灯させる。
【００５２】
　障害物となる物体が載置されている箇所では、対応する光源を消灯するので、バックラ
イトの消費電力をさらに低減することができる。
【００５３】
　また本実施形態によれば、前記発光制御部は、前記検出部が、前記天板部に載置されて
いる物体の位置を検出しなくなると、物体が載置されていた位置に対応する分割領域に向
けて光源から出射される光の光量が、他の分割領域に向けて光源から出射される光の光量
と同じになるように前記バックライトを制御する。
【００５４】
　前記天板部に載置されている物体の位置が検出されないことは、すなわち障害物が天板
上から取り除かれたと考えられるので、障害物が載置されていた箇所の光量を他の領域と
同じ光量とすることで、画質の低下を抑制することができる。
【００５５】
　また本実施形態によれば、前記表示画面に画像が表示された状態で前記検出部によって
物体の位置が検出されると、前記検出部の検出結果に基づいて、物体が載置されている位
置に対応する分割領域に表示されている部分の画像を、縮小または移動させて、物体が載
置されている位置に対応する分割領域に画像を表示させないように表示部を制御する。
【００５６】
　障害物が載置されることで、載置される前に表示されていた画像が見なくなってしまう
。これを防ぐために、物体が載置されている箇所に表示されている部分の画像を縮小また
は移動させ、その箇所には画像を表示させないようにする。
【００５７】
　これにより、天板上に物体を載置しても、物体が載置されていない箇所に画像を表示す
ることができる。
【符号の説明】
【００５８】
　１　　　机型表示装置
　２　　　天板部
　２ａ　　筐体
　３　　　脚部
　１０　　制御用マイクロコンピュータ
　１１　　ＲＯＭ
　１２　　ＲＡＭ
　１３　　液晶パネル
　１４　　表示ドライバ
　１５　　ＶＲＡＭ
　１６　　タッチパネル
　１７　　タッチパネル制御回路
　１８　　バックライト制御回路
　１９　　バックライト
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